
▲約3,950発の花火が夜空を彩った、第97回高宮納涼花火大会（７月11日撮影）
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今回の「広報ひこね」は、１日号と15日号の合併号です。
　8月15日号は発行しませんので、あらかじめご承知ください。



２広報ひこね　平成21年８月１日

特集平成20年度の経営改革

３ 広報ひこね　平成21年８月１日

▼
京
橋
口
駐
車
場
の
管
理
運
営
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
活
力
の

導
入
と
経
費
節
減
を
図
り
ま
し
た
。

▼
中
地
区
公
民
館
の
管
理
運
営
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
経
費
の
節
減

と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
ま
し
た
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化 

 

　
　

    

収
入　

４
億
３
、５
５
８
万
円
増

▼
都
市
計
画
税
の
税
率
を
０
・
２
％
か
ら

０
・
３
％
へ
改
定
し
ま
し
た
。

　
　

現
年
度
課
税
分
で
は
、
平
成
19
年
度

の
収
入
額
が
７
億
８
、
２
８
９
万
４
千

円
か
ら
平
成
20
年
度
の
収
入
額
が
12

各
種
団
体
な
ど
の

自
主
活
動
の
促
進 

 

　
　
　
　
　
　

  　

３
５
８
万
５
千
円
減

▼
こ
れ
ま
で
商
工
課
が
事
務
局
を
担
当

し
て
い
た
、
彦
根
市
物
産
協
会
を
㈳
彦

根
観
光
協
会
と
統
合
し
、
観
光
と
物
産

事
業
の
一
体
的
な
展
開
を
図
り
ま
し

た
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど

民
間
活
力
の
導
入
推
進 

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

３
、６
８
７
万
７
千
円
減

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金
亀
荘
の
管
理
運

営
を
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
か
ら

民
設
民
営
に
移
行
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

▼
中
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
施
設

の
有
効
活
用
と
経
費
の
削
減
を
図
り

ま
し
た
。

扶
助
費
の
見
直
し

▼
生
活
扶
助
支
給
事
業
に
お
い
て
、
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
就
労
支

援
を
中
心
に
自
立
の
促
進
を
図
る
な

ど
し
て
、
扶
助
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し

た
。

公
債
費
の
見
直
し 

 
 

　
　
　

 　

２
億
５
、４
０
９
万
４
千
円
減

▼
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

将
来
の
公
債
費
抑
制
の
た
め
、
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
る
市
債
に
つ
い
て

も
精
査
し
、
単
な
る
資
金
手
当
の
た
め

の
市
債
の
発
行
は
極
力
取
り
や
め
ま

し
た
。

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

財

政

運

営

の

健

全

化

一
般
行
政
経
費
の
節
減

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
、７
５
３
万
円
減

▼
一
般
管
理
経
費
の
節
減
を
図
る
た
め
、

市
民
課
や
税
務
課
な
ど
の
窓
口
で
配

布
す
る
封
筒
（
広
告
入
り
）
の
無
償
提
供

を
平
成
21
年
２
月
か
ら
受
け
、
各
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。（
封
筒
設
置
窓
口
…

市
民
課
、
税
務
課
、
保
険
年
金
課
、
支
所
、
各

出
張
所
） 

 

▼
使
用
済
乾
電
池
の
処
分
先
を
変
更
し
、

輸
送
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

投
資
事
業
の
見
直
し　

 
 

 

　
　
　
　
　

  　

23
億
４
、８
５
０
万
円
減

▼
彦
根
市
が
行
う
投
資
事
業
全
般
に
つ

い
て
、
緊
急
性
な
ど
を
検
討
し
、
事
業

の
中
止
や
延
伸
、
内
容
の
見
直
し
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。（
取
組
額
は
、
平
成

17
年
度
当
初
時
点
の
経
営
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
前
の
事
業
計
画
と
、
平
成

20
年
度
の
実
績
額
と
の
比
較
）

▶
市
民
課
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
封
筒

経経

営

改

営

改

革

　

彦
根
市
で
は
、
直
面
し
て
い
る
財
政

危
機
を
克
服
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
改
革
大
綱

（
取
組
期
間
は
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
）
と
そ
の
実
施
計
画
で
あ
る
「
彦

根
市
経
営
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定

し
、そ
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、平
成
20
年
度
に
お
け
る
主
な

改
革
の
取
り
組
み
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

取
り
組
み
額
は
、原
則
平
成
19
年
度

予
算
額
と
平
成
20
年
度
決
算
額
と
の

比
較
で
す
。
ま
た
、掲
載
し
て
い
る
主

な
取
り
組
み
内
容
以
外
の
取
り
組
み

額
も
含
み
ま
す
。

　

な
お
、取
り
組
み
の
詳
し
い
内
容
は
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
（
経
営

改
革
推
進
室
）
☎
30-

６
１
０
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

取
り
組
ん
で
い
ま
す

分
か
り
や
す
い
財
務
諸
表
の

作
成
と
公
表 

 
 

▼
経
常
収
支
比
率
、
市
債
残
高
を
掲
げ

た
財
政
状
況
等
一
覧
表
や
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
な
ど
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字

比
率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」、「
将
来

負
担
比
率
」
の
財
政
指
標
を
市
民
に
公

表
し
ま
し
た
。

事
務
事
業
の
再
編
整
理 

 
 

　
　
　
　
　

  　

４
２
５
万
１
千
円
減

▼
平
成
12･

13
年
度
に
市
内
３
か
所
の
廃

棄
物
の
地
域
循
環
推
進
モ
デ
ル
地
区

に
設
置
し
た
大
型
生
ご
み
処
理
機
に

よ
る
循
環
型
推
進
事
業
が
、
一
定
の
成

果
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
う
ち
の

１
台
を
６
月
末
を
も
っ
て
廃
止
し
ま

し
た
。

 

補
助
金
な
ど
の
見
直
し 

 
 

　
　
　
　
　
　
　

 　

３
、０
１
５
万
円
減

▼
自
動
車
燃
料
費
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
賃

助
成
事
業
に
つ
い
て
、
介
護
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
や
移
動
支
援
事
業
に
よ

る
障
害
者
の
外
出
支
援
の
実
施
に
伴

い
、
事
業
を
縮
小
し
ま
し
た
。

行
政
の
守
備
範
囲
の
見
直
し

民

間

活

力

の

導

入
▲民設民営の養護老人ホーム金亀荘

▲指定管理者が運営する京橋口駐車場

歳

入

の

確

保

対

策

億
１
、
８
０
２
万
３
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

▼
ご
み
の
有
料
化
の
検
討
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
７
月
に
彦
根
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
具

現
化
に
向
け
て
、
ご
み
減
量
化
、
資
源

化
の
推
進
に
重
点
を
置
く
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
し
た
。

▼
健
康
診
査
の
負
担
金
に
つ
い
て
、
彦
根

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
を
対
象
に
し
た
、
特
定
健
診
の
負

担
金
（
40
〜
74
歳
）
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
市
民
を
対
象
に
し
た
18
〜
39
歳
の

健
康
診
査
の
負
担
金
を
６
０
０
円
か

ら
１
、
０
０
０
円
に
改
正
し
ま
し
た
。

収
納
体
制
の
強
化
と

自
主
財
源
の
確
保

　
　
　

     

収
入　

３
４
６
万
２
千
円
増

▼
不
動
産
・
債
権
（
預
金
・
給
与
等
）
な
ど

の
差
押
え
で
き
る
財
産
が
見
つ
か
ら

な
い
滞
納
者
に
対
し
、
経
営
す
る
事
業

所
の
捜
索
を
３
件
（
計
５
回
）
に
わ
た
り

行
い
、
動
産
の
差
押
え
を
実
施
し
ま
し

た
。（
内
１
件
、
捜
索
後
に
完
納
）

▼
市
税
を
は
じ
め
、
各
種
手
数
料
や
使
用

料
、
負
担
金
の
未
収
金
に
つ
い
て
、
そ

の
縮
減
や
新
た
な
発
生
を
抑
制
す
る

た
め
、
彦
根
市
行
政
経
営
戦
略
会
議
に

お
い
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
取
り
組
み

強
化
に
向
け
て
、
全
庁
的
な
議
論
を
行

い
ま
し
た
。



４広報ひこね　平成21年８月１日５ 広報ひこね　平成21年８月１日

特集 平成20年度の経営改革

組
織
機
構
の
見
直
し 

▼
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
議
員
定
数

を
現
行
の
28
人
か
ら
24
人
に
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
20
年
12
月

定
例
会
で
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て

上
程
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
次
の
一

般
選
挙
か
ら
適
用
）

適
正
な
定
員
管
理
の
推
進  

 

　
　

      

１
億
７
、
０
２
０
万
２
千
円
減

▼
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
、
５
年
間
で

平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
で
の
全
職

員
数
（
１
、
４
５
５
人
）
の
４
・
６
％

（
67
人
）
以
上
の
職
員
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。（
平
成
20
年
度
は
、
16

人
削
減
）

人
事
給
与
制
度
の
見
直
し 

▼
管
理
職
手
当
と
特
別
職
給
料
を
、
平
成

19
年
度
に
引
き
続
き
独
自
カ
ッ
ト
を

行
い
ま
し
た
。（
部
長
・
次
長
級
10
％
、

課
長
級
８
％
の
管
理
職
手
当
を
カ
ッ

ト
。
市
長
10
％
、
副
市
長
・
教
育
長

５
％
の
給
与
を
カ
ッ
ト
。
地
域
手
当
支

給
率
の
カ
ッ
ト
）

行

政

体

制

の

整

備

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善 

 
 

　
　
　
　
　

  　
　
　
　

16
万
８
千
円
減

▼
消
防
本
部
に
あ
る
緊
急
通
信
指
令
台

に
携
帯
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
１
１

９
番
通
報
に
よ
る
位
置
情
報
が
表
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
な
る
指
令

業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

窓
口
業
務
の
迅
速
化
な
ど

サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

▼
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
宿
泊
所
な
ど
の
事

業
に
関
す
る
消
防
関
係
書
類
の
申
請

窓
口
を
、
消
防

本
部
か
ら
消
防

署
・
各
分
署
に

変
更
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

時

代

を

切

り

拓

く

行

政

経

営

の

推

進

成
果
重
視
の
行
政
経
営

▼
ふ
る
さ
と
彦
根
応
援
寄
附
条
例
（
平
成

20
年
９
月
制
定
）
に
基
づ
き
、
自
主
財
源

の
積
極
的
な
確
保

に
向
け
た
事
業
展

開
を
図
り
ま
し
た
。

※
平
成
20
年
度
寄
附

金
額　

２
８
９
万

２
千
５
円　

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

見
直
し
、
施
策
評
価
制
度
の
導
入 

▼
客
観
性
と
透
明
性
の
い
っ
そ
う
の
向

上
を
図
る
た
め
、
公
募
委
員
や
学
識
経

験
者
か
ら
な
る
彦
根
市
行
政
評
価
委

員
会
に
お
い
て
、
全
施
策
の
外
部
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

各
施
策
に
対
す
る
意
見
な
ど
が

あ
っ
た
評
価
結
果
を
各
事
業
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
各
部
局
で
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化
と
向
上

能
力
、
成
果
重
視
の

人
事
管
理
、
人
材
育
成 

▼
目
標
管
理
型
人
事
考
課
制
度
の
手
法

や
、
評
価
結
果
の
活
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
調
査･

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
平
、
公
正
な
制
度
の
構
築

を
図
る
た
め
、
評
定
者
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

▼
新
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
変

革
の
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成

の
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、

政
策
形
成
能
力
の
向
上
な
ど
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲消防本部にある緊急通信指令台

▲ふるさと彦根応援寄附のポスター

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市

民

の

参

画

と

協

働

に

よ

る

ま

ち

づ

く

り

　

協
働
に
よ
る
市
政
推
進

企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
、

ま
ち
の
活
性
化 

▼
日
本
を
開
国
に
導
い
た
井
伊
直
弼
を

再
評
価
し
、
新
た
な
直
弼
像
を
発
信
す

る
、「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

リ
レ
ー
講
座
・
市
内
中
学
校
で
の
郷

土
の
歴
史
学
習
や
、
全
国
か
ら
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
参
加
い
た
だ
い
た

｢

ゆ
る

キ
ャ
ラ
ま
つ
り
in
彦
根｣

な
ど
19
の
主

催
事
業
と
28
の
市
民
創
造
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

◀
市
民
創
造
事
業
の
「
子
ど
も
珍
道
中
」

市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

自
主
活
動
の
促
進
支
援 

 
 

　
　
　
　
　
　
　

  

１
６
９
万
９
千
円
減

▼
彦
根
駅
前
花
壇
の
管
理
を
、
国
宝
・
彦

根
城
築
城
４
０
０
年
祭
を
機
に
発
足

し
た
「
ひ
こ
ね
を
盛
り
上
げ
隊
」
に
引

き
続
き
委
託
し
ま
し
た
。

　
　

苗
・
肥
料
の
原
材
料
を
年
２
回
支
給

す
る
こ
と
で
、
市
民
な
ど
の
活
動
を
支

援
し
ま
し
た
。

水
道
、
下
水
道
、
病
院
事
業
の
主
な
取
組

　

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
、
病
院
事

業
の
各
会
計
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
改
革
計
画
に
基
づ
い
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

●
水
道
事
業

収
入　
　

       

６
１
５
万
７
千
円
増

支
出　

      

６
、７
９
８
万
１
千
円
減

▼
平
成
20
年
10
月
か
ら
民
間
企
業
の

経
営
手
法
を
生
か
し
た
「
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

た
こ
と
に
よ
り
、
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
の
受
付
・
収
納
窓
口
業

務
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

▼
浄
水
処
理
方
式
に
つ
い
て
、
新
技

術
に
関
す
る
情
報
収
集
や
調
査
・

研
究
を
行
い
、
大
藪
浄
水
場
緩
速

ろ
過
の
処
理
能
力
向
上
を
図
る
た

め
の
調
査･

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

●
下
水
道
事
業

 

　
　

  　

10
億
７
、
６
６
５
万
円
減

▼
民
間
開
発
団
地
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
（
大
型
集
中
合
併
浄

化
槽
）
か
ら
公
共
下
水
道
へ
の
切
替

え
を
進
め
、
下
水
道
の
普
及
率
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

▼
下
水
道
整
備
の
進
捗
速
度
を
遅
ら

せ
、
単
年
度
投
資
額
の
低
減
を
図

る
と
と
も
に
、
起
債
の
発
行
を
抑

制
し
ま
し
た
。（
起
債
発
行
額(

借
換

債
除
く)

４
億
２
、
６
９
０
万
円
抑

制
）

●
病
院
事
業

収
入　
　
　

６
、２
５
５
万
８
千
円
増

支
出　

２
億
１
、１
２
３
万
１
千
円
減

▼
継
続
実
施
し
て
い
る
委
託
業
務
の

精
査
を
す
る
な
ど
、
経
費
の
削
減

に
努
め
ま
し
た
。

▼
薬
品
や
診
療
材
料
の
適
正
在
庫
管

理
に
努
め
、
よ
り
安
価
な
同
等
品

を
積
極
的
に
採
用
し
、
経
費
の
削

減
に
努
め
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

制
定
な
ど 

 

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

１
１
８
万
７
千
円
増

▼
彦
根
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
理

念
と
原
則
を
明
文
化
す
る
「（
仮
称
）
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
、
彦

根
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
検
討
委

員
会
で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
（
検
討
委
員
会
７
回
、
勉
強
会
９
回
、
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
回
）
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須
の
教
養
と
し
て
学
ぶ
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
し
た
。
直
弼
も
も
ち
ろ
ん
学
ん
で
い

た
は
ず
で
す
。
直
弼
が
作
っ
た
漢
詩
の
作
品

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
ま

せ
ん
が
、
漢
詩
に
つ
い
て
興
味
深
い
こ
と
を

述
べ
た
１
通
の
手
紙
が
残
っ
て
い
ま
す
。
天

保
12
年
（
１
８
４
１
）
に
摂
専
に
あ
て
た
も
の

で
す
。

　

こ
こ
で
直
弼
は
、唐も

ろ

土こ
し

に
お
い
て
の
雅（
漢

詩
の
こ
と
）
は
、極
め
る
と
面
白
い
の
だ
ろ
う

が
、
私
は
ま
っ
た
く
こ
の
道
に
は
暗
く
、
た

だ
面
白
そ
う
に
拝
見
す
る
だ
け
だ
、
と
言
っ

て
い
ま
す
。
謙け

ん

遜そ
ん

も
含
ま
れ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
直
弼
に
と
っ
て
、
自
分
の
心
情
を
う

ま
く
表
現
で
き
る
の
は
、
漢
詩
で
は
な
く
和

歌
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

直
弼
が
、
生
前
に
自
分
の
肖
像
画
を
描
か

せ
て
自
ら
詠
ん
だ
和
歌
を
賛さ

ん

文ぶ
ん

と
し
て
認

し
た
た

め
た
こ
と
は
有
名
で
す
が
、
肖
像
画
の
賛
文

は
通
常
、
漢
詩
で
記
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ

こ
で
も
、
直
弼
の
和
歌
に
対
す
る
熱
い
思
い

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

　

写
真
の
資
料
は
、
シ
リ
ー
ズ
直
弼
発

見
！ 

巻
の
８
「
井
伊
直
弼
の
書
と
古

典
研
究
」（
９
月
１
日
㈫
ま
で
・
会
期

中
無
休
）
で
展
示
し
ま
す
。

で
は
な
く
、
生
涯
よ
き
理
解
者
が
い
ま
し
た
。

福
田
寺
（
現
米
原
市
）
住
職
で
直
弼
の
従い

兄と

弟こ

に
あ
た
る
摂せ

っ

専せ
ん

は
、
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
手
紙
の
や
り

取
り
を
す
る
親
し
い
間
柄
で
、
折
に
触
れ
て

互
い
に
和
歌
の
贈
答
を
お
こ
な
い
、
刺
激
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
直
弼
の
住
む
埋

う
も
れ

木ぎ

舎の
や

で
は
定
期
的
に
歌
会
が
催
さ
れ
、
そ
こ

に
集
う
人
々
と
も
研け

ん

鑽さ
ん

し
合
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

和
歌
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
学
問
が
国

学
で
す
。
日
本
の
古
典
を
文
献
学
的
に
研
究

し
、
日
本
固
有
の
文
化
と
精
神
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
比
較

的
早
い
時
期
に
お
こ
り
、
直
弼
が
生
を
受
け

た
時
分
に
は
、
日
本
人
の
思
想
に
か
な
り
影

響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

直
弼
が
本
格
的
に
国
学
を
学
ぶ
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
長な

が

野の

義よ
し

言と
き

と
の
出
会
い

で
す
。
義
言
は
、
直
弼
の
政
治
の
側
近
と
し

て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
国

学
者
で
あ
り
、
直
弼
の
国
学
お
よ
び
和
歌
の

師
で
し
た
。
直
弼
は
、
彼
か
ら
昔
の
日
本
語

の
文
法
な
ど
を
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
で
、
単
な

る
風
雅
の
道
と
し
て
の
和
歌
の
域
を
超
え

よ
う
と
試
み
、
ま
た
、
世
子
と
な
っ
た
後
、

国
学
の
立
場
か
ら
為
政
者
の
あ
り
方
を
義

言
に
提
言
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
武
家
社
会
で
は
、
漢
詩
を
必

　

井
伊
直
弼
は
、
近
年
、
政
治
家
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
茶
の
湯
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ

文
化
人
と
し
て
も
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

直
弼
の
性
格
は
、
い
っ
た
ん
関
心
を
抱
い

た
ら
と
こ
と
ん
ま
で
突
き
詰
め
よ
う
と
す

る
傾
向
に
あ
り
、
茶
の
湯
以
外
に
も
、
禅
、

居い

合あ
い

、
そ
し
て
和
歌
や
国
学
に
も
打
ち
込
ん

で
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

和
歌
に
つ
い
て
は
、
早
い
時
期
か
ら
関

心
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
天
保
９
年
（
１
８
３

８
）
に
彦
根
藩
士
が
編
さ
ん
し
た
『
彦
根
歌

人
伝
』
と
い
う
書
物
で
、
彼
が
詠
ん
だ
２
首

の
和
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
編
さ
ん
時
、

直
弼
は
数
え
で
24
歳
。
す
で
に
こ
の
こ
ろ
に

は
、
彦
根
藩
内
で
和
歌
を
得
意
と
す
る
人
と

し
て
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

直
弼
は
生
涯
に
実
に
多
く
の
和
歌
を
詠

ん
で
い
ま
す
。
自
分
自
身
で
歌
集
も
数
種
類

編
さ
ん
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
特
に
『
柳

や
な
ぎ

廼の

四し

附ず
く

』
と
い
う
歌
集
は
、
千
首
以
上
も
の
和
歌

が
収
め
ら
れ
た
大
作
で
す
。
勅

ち
ょ
く

撰せ
ん

和
歌
集
の

形
式
に
な
ら
い
、
春
夏
秋
冬
、
羈き

旅り
ょ

、
祝

賀
、
雑
之
部
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
書
名

は
「
柳
の
雫

し
ず
く

」
の
意
。
井
伊
直
弼
が
こ
よ
な

く
愛
し
た
柳
に
ち
な
む
も
の
で
す
。
直
弼
の

和
歌
は
、
技
巧
に
走
ら
ず
に
、
素
直
に
詠
む

と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　

和
歌
は
、
１
人
で
取
り
組
ん
で
い
た
の

井
伊
直
弼
と
和
歌

▲『柳廼四附』井伊直弼筆
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市
民
創
造
事
業
の
提
案

　
　
　
　

（
第
２
回
目
）

　

井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭

市
民
創
造
事
業
に
つ
い
て
、
２
回
目

の
募
集
を
し
ま
す
。
な
お
、
市
民
創

造
事
業
の
募
集
は
今
回
で
最
後
で

す
。

対
象
と
な
る
提
案　

井
伊
直
弼
と

開
国
１
５
０
年
祭
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
新
た
な
直
弼
像
の
発

信
」
を
実
現
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
で
、
井
伊
直
弼
や
開
国

を
切
り
口
と
し
た
事
業
や
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
。

提
案
で
き
る
人　

彦
根
市
に
事
務

所
の
あ
る
団
体
も
し
く
は
、
彦
根

市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て

い
る
人
が
構
成
員
と
な
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど

で
、
提
案
し
た
事
業
を
遂
行
す
る

能
力
を
有
す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
。

募
集
す
る
提
案　

現
行
の
事
業
に

市
民
創
造
事
業
を
加
え
て
実
施

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
現
行

の
事
業
を
そ
の
ま
ま
記
念
事
業

の
冠
を
つ
け
て
応
募
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
者

が
事
業
の
主
体
に
な
る
こ
と
を

前
提
に
し
た
提
案
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
募
集
提
案
数
は
予
算
の
範

囲
内
で
支
援
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。

提
案
の
方
法　
「
市
民
創
造
事
業
提

案
書
」
と
「
提
案
団
体
等
調
書
」

を
同
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
企

画
課
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
書
類
は
、
井
伊
直
弼
と

開
国
１
５
０
年
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.hikone-150th.

jp/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

審
査
方
法　

予
備
審
査
後
、
実
行
委

員
会
の
理
事
で
構
成
す
る
提
案

審
査
員
会
が
、
提
案
内
容
の
実
現

の
可
能
性
、
記
念
事
業
の
理
念
、

趣
旨
に
沿
っ
て
い
る
か
を
中
心

に
提
案
の
採
否
を
決
定
し
ま
す
。

審
査
結
果
の
通
知　

提
案
の
採
否

に
つ
い
て
は
、
提
案
審
査
員
会
終

了
後
、
速
や
か
に
す
べ
て
の
提
案

者
に
通
知
し
ま
す
。

提
案
内
容
の
公
表　

採
用
さ
れ
た

提
案
内
容
は
、
個
人
情
報
を
除
き
、

同
祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
。

提
案
事
業
へ
の
支
援　

採
用
さ
れ

た
提
案
を
実
施
す
る
た
め
に
必

の
を
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
・
ス
キ
ュ
ラ
に

し
、
暗
が
り
に
お
城
の
風
景
を
映
し

出
し
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

日
時　

８
月
29
日
㈯
、
９
月
27
日
㈰
、

10
月
25
日
㈰
、
11
月
29
日
㈰
、
い

ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
。

※
開
催
日
は
変
更
に
な
る
場
合
が

募　

集

彦
根
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
民
科
学
教
室
指
導
者
育
成
講
座

〜
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
を
通
じ
て
先
端
技
術
を
学
び
ま
す
〜

　

彦
根
市
で
は
地
元
産
業
を
活
性
化
し
、
産
業
・
教
育
界
に
大
き

く
寄
与
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
、
地
域
に
根
付
い
た
科
学

教
育
環
境
の
提
供
と
、
そ
れ
を
支
え
る
指
導
者
育
成
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
彦
根
か
ら
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
大
会
へ
出
場

で
き
る
人
材
の
育
成
も
目
指
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
科
学
教
室
の
指
導
者
を
育
成
す
る
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
参
加
者
に
は
、「
火
星
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
作
製
講
座
」

や
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
挑
戦
！
講
座
」
な
ど
の
講
座
を
受
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
た
ス
キ
ル
を
用
い

て
、
今
秋
か
ら
市
内
公
民
館
で
開
催
予
定
の
子
ど
も
向
け
科
学
ロ

ボ
ッ
ト
教
室
で
指
導
補
助
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
の
ほ
か
、
今
後
、

幅
広
く
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

対
象　

18
歳
（
高
校
卒
業
以
上
）
〜
65
歳
程
度
で
、
科
学
実
験
、
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｔ
や
教
育
に
興
味
関
心
が
あ
る
人

内
容　

教
育
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
論
理
思
考
力
を

養
う
と
と
も
に
、
Ｃ
言
語
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
言
語
、
エ
ク
セ
ル
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
系
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

日
時　

９
月
12
日
〜
10
月
31
日
の
毎
週
火
・
土
曜
日
（
９
月
15
日
㈫
、

22
日
（火・祝）
、
10
月
24
日
㈯
は
除
く
）　

午
後
７
時
〜
同
９
時

※
全
12
回
の
講
座
の
う
ち
、
８
回
以
上
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費　

無
料　
　

場
所　

南
地
区
公
民
館
（
甘
呂
町
）

定
員　

20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
、
は
が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　
　
　

申
込
期
間　

８
月
３
日
㈪
〜
同
31
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
〒
５
２
２

-

０
０
０
１
尾
末
町
１-

38
）
☎
24-

７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

１
９
０
番
、
Ｅ
メ
ー
ルsyogai@

m
x.hikone.ed.jp

富岡製糸場から横浜を巡る
 ツアー参加者募集

　滋賀大学では、創立60周年を記念し、開港以後

の彦根とゆかりの深い富岡製糸場や、横浜に残る井

伊直弼や彦根に関連する貴重な史跡やみなとみらい

地区などを訪ねるツアーを実施します。

　大学ならではの企画で、学生や教員の案内で、通

常、見られないお宝に出会える探索ツアーです。ぜ

ひ、ご参加ください。

開催日　９月15日㈫～17日㈭

人数　40人程度（応募者多数の場合は抽選）

応募資格　市内に在住、在勤の 18歳以上の人

（高校生は除く）

参加料　67,000円程度

申込期限　８月31日㈪

申込・問い合わせ先　近畿日本ツーリスト彦根支店

☎ 22-3203、FAX27-0326まで

あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス

ミ
ス
会
議
☎
24-

８
７
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

２
６
２
１
番
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.sm
ith-

m
eeting.com

/ 

要
な
対
象
経
費
に
対
し
て
、
実
行

委
員
会
か
ら
実
施
団
体
に
１
事

業
あ
た
り
上
限
25
万
円
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間　

８
月
３
日
㈪
〜
同
31

日
㈪
（
必
着
）

審
査
結
果
通
知　

10
月
以
降

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

井
伊
直
弼

と
開
国
１
５
０
年
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（

企
画
課
内
）
☎
30-

６
１
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル  kikaku@

m
a.city.hikone.shiga.jp

　
　

市
民
創
造
事
業

ス
ミ
ス
記
念
堂
の

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
・
ス
キ
ュ
ラ

　

彦
根
城
の
堀
端
に
建
つ
近
代
化

遺
産
ス
ミ
ス
記
念
堂
を
カ
メ
ラ
・
オ

ブ
・
ス
キ
ュ
ラ
に
し
て
、
堂
内
に
逆

さ
ま
の
彦
根
城
天
守
を
映
し
出
し

ま
す
。

　

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
・
ス
キ
ュ
ラ
は
、

素
描
を
描
く
た
め
に
使
わ
れ
た
光

学
装
置
で
、
写
真
機
発
明
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
原
理

は
、
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
と
同
じ
よ

う
な
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
ス
ミ
ス
記
念
堂
そ
の
も
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で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認

め
た
人

③
平
成
22

 

年
３
月
31

 

日
ま
で
に
満

16

 

歳
以
上
に
な
る
人

※
①
、
④
に
該
当
す
る
人
を
除
く

④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平

成
22

 

年
３
月
31

 

日
ま
で
に
満
15

 

歳
以
上
に
な
る
人

試
験
日　

11

 

月
４
日
㈬

試
験
会
場　

大
津
合
同
庁
舎　

６

Ａ
会
議
室
（
大
津
市
）

願
書
提
出
先　

文
部
科
学
省

願
書
受
付
期
間　

８
月
21

 

日
㈮
〜

９
月
８

 

日
㈫
（
郵
送
の
場
合
は
９
月

８
日
㈫
の
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

０
７
７-

５
２
８

-

４
５
７
６
番

農
家
の
皆
さ
ん
へ

稲
わ
ら
は
焼
か
ず
に
、

土
に
鋤す

き
込
み
ま
し
ょ
う

　

食
の
安
全
性
や
環
境
問
題
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
化
学
肥
料
や
農
薬

の
使
用
を
減
ら
し
た
、
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
土
づ
く
り

が
重
要
で
す
。
土
づ
く
り
に
は
有
機

物
の
施せ

用よ
う

・
深し

ん

耕こ
う

・
土
づ
く
り
資
材

の
施
用
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
な
か
で
も
有
機
物
の
施
用
は
、

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所
表
彰

　

彦
根
市
と
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲

枝
商
工
会
で
は
、
社
会
に
お
け
る
障

害
者
雇
用
の
理
解
を
広
め
、
障
害
者

雇
用
の
促
進
と
就
労
の
安
定
を
図

る
た
め
、
障
害
者
雇
用
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
事
業
所
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象　

彦
根
地
域
（
彦
根
商
工
会
議

所
お
よ
び
稲
枝
商
工
会
の
地
区
）

の
事
業
所
で
、
次
の
４
つ
の
基
準

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

所
。
た
だ
し
、
重
度
障
害
者
多
数

雇
用
事
業
所
や
就
労
継
続
支
援

事
業
を
行
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
な
ど
は
除
き
ま
す
。
ま

た
、
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
の
対

象
と
な
る
事
業
所
に
お
い
て
は
、

法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
障
害
者
雇
用
に
理
解
と
熱
意
が

あ
り
、
積
極
的
に
障
害
者
雇
用
を

推
進
し
て
い
る
こ
と

②
職
場
実
習
や
委
託
訓
練
等
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
な
ど
、
障
害

者
雇
用
施
策
に
協
力
し
て
い
る

こ
と

③
き
め
細
や
か
な
職
務
配
置
、
職
場

改
善
な
ど
を
行
い
、
職
場
定
着
に

積
極
的
に
努
力
し
て
い
る
こ
と

④
そ
の
他
、
特
に
障
害
者
雇
用
お
よ

び
障
害
者
の
福
祉
に
貢
献
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

応
募
方
法　

障
害
者
雇
用
に
関
わ

る
団
体
の
長
に
よ
る
推
薦
、
ま
た

は
事
業
所
に
よ
る
自
薦
応
募
と

し
ま
す
。

商
工
課
、
彦
根
商
工

会
議
所
（
中
央
町
）、
稲
枝
商
工
会

（
稲
部
町
）
に
あ
る
、
推
薦
調
書
・

応
募
用
紙
を
、

商
工
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦
調
書
・
応

募
用
紙
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

応
募
締
切
日　

９
月
25
日
㈮

そ
の
他　

11
月
20
日
㈮
に
表
彰
式

を
行
い
ま
す
。
ま
た
表
彰
を
受
け

た
事
業
所
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」

や
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６

７
６
番

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

受
験
資
格　

次
の

〜

の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
だ
っ
た

人
で
、
平
成
22
年
３
月
31

 

日
ま
で

に
満
15

 

歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
平

成
22

  

年
３
月
31

 

日
ま
で
に
満
15

 

歳
に
達
す
る
人
で
、
そ
の
年
度
の

終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業

土
中
の
環
境
の
改
善
に
有
効
で
す
。

　

水
稲
は
ケ
イ
酸
を
多
量
に
吸
収

し
ま
す
。
稲
わ
ら
を
鋤
き
込
む
と
、

失
わ
れ
た
ケ
イ
酸
な
ど
の
成
分
が

補
給
さ
れ
、
地
力
を
回
復
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
は
水
田
に
有
機
物
を
施
用

す
る
こ
と
が
非
常
に
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
水
田
の
地
力
維
持
の
た
め

に
も
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
は
焼
か
ず

に
鋤
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
を
焼
く

と
、
煙
に
よ
り
周
辺
住
宅
の
環
境
や

道
路
の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
者
へ
の
特
典
協
賛
店

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

彦
根
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄

附
さ
れ
た
人
に
贈
っ
て
い
る
「
年
間

パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
特
典
付
与
に
協
力

い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

　

特
典
付
与
の
期
間
は
、
10
月
〜
平

成
22
年
３
月
ま
で
で
す
。
特
典
内
容

は
、
買
い
物
時
に
割
引
を
す
る
な
ど
、

各
店
で
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
14
日
㈮　

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

９
月
７
日
㈪
〜
同
18
日
㈮

搬
入
で
き
ま
せ
ん
事
業
系
粗
大
ご
み

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
粗
大
ご

み
処
理
場
の
補
修
工
事
を
行
い
ま

す
。
工
事
期
間
中
は
、
事
業
に
と
も

な
っ
て
発
生
し
た
粗
大
ご
み
の
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
一
般
家
庭
か
ら
の
搬
入
に

つ
い
て
は
、
保
管
場
所
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
可
能
な
限
り
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
料
戸
別
収
集
は
工
事
期

間
中
も
通
常
通
り
受
け
付
け
ま
す
。

工
事
期
間
（
搬
入
規
制
期
間
）　

９
月

７
日
㈪
〜
同
18
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ

ー
施
設
係
☎
24-

３
８
７
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

２
８
５
０
番
、

清

掃
セ
ン
タ
ー
管
理
係
（
有
料
戸
別
収

集
受
付
）
☎
22-

２
７
３
４
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

全
国
消
費
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
皆
さ

ん
の
生
活
の
現
状
と
そ
の
推
移
を

家
計
の
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
消
費
実
態

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
す
べ
て
の

世
帯
か
ら
統
計
的
な
方
法
に
基
づ

い
て
抽
出
さ
れ
た
、
２
人
以
上
の
世

帯
員
か
ら
な
る
世
帯
と
、
単
身
の
世

帯
を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
す
。
対

象
の
世
帯
に
は
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
あ

り
の
ま
ま
お
答
え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
に
つ
い
て

　

広
報
ひ
こ
ね
７
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
検
定
満
期
を

迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
、

８
月
か
ら
11
月
に
行
い
ま
す
。

　

取
替
作
業
は
市
の
負
担
で
行
い
、

作
業
は
従
事
者
証
を
携
帯
し
た
人

が
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水

道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー 

☎
27-

２
８
０
２
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
27-

２

８

０

３

番
、

水

道

部

業

務

課
☎

22-

２
７

２
２
番

淡海
環境クルーズ
びわ湖再発見
参加者募集
　

　滞在型観光を促進するびわ湖・近江路観光

圏協議会では、船に乗ってびわ湖の環境をク

イズ形式で学んだり、よし笛を作ったりする

事業を行います。

彦根港出発　８月16日㈰、同22日㈯、同28日㈮

長浜港出発　８月13日㈭、同23日㈰、同26日㈬

出発時間　いずれも９：30　※集合時間９：10

参加費　大人2,000円、小学生以下1,500円

申込・問い合わせ先　近江屋ツアーセンター
（びわ湖・近江路観光圏事業の運営団体　滋賀県知事

登録旅行業務2-68号）☎ 0749-65-0370まで

▶
携
帯
す
る
従
事
者
証
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彦
根
市
は
「
低
炭
素
社
会
構
築
都
市
」
で
す

　

暑
い
夏
。
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
を
つ
い
つ
い
低
く

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
・
・
・

①
エ
ア
コ
ン
の
夏
の
冷
房
時
の
室
温
は
28
℃
を
目
安
に

す
る

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
節
約
効
果

②
エ
ア
コ
ン
の
冷
房
は
必
要
な
と
き
だ
け
つ
け
る

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
節
約
効
果

③
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
月
に
１
〜
２
回
掃
除
す
る

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果

　

一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
節
約
効
果

※
「
家
庭
の
省
エ
ネ
大
事
典
」（
２
０
０
９
年
版
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
・
㈶
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）
よ
り　

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

約
13
・
７
kg

約
６
７
０
円

約
８
・
５
kg

約
４
１
０
円

約
14
・
５ 

kg

約
７
０
０
円

　夏の終わりを日本が迎えるころ、　ブラジルは冬にさよ

ならを告げる時期を迎えます。

　霜を逃れ、実ったとうもろこしもいよいよ収穫が近づく

ころです。あたり一面を茶褐色に染められた畑のあちらこ

ちらに、明るく花を咲かせるのがブラジルの国花、黄色の

イペーです。

　イペーの花は四色あり、ピンクと紫が冬前に咲き、白が

冬の間、そして、その寒さを吹き飛ばすかのように冬の終

わりに咲き始めるのが黄色いイペーです。

　黄金のように輝くこの花を見るたびに心がはずみます。

でも、実は喜んでばかりはいられない季節でもあります。

　なぜなら、私の町では８月に結婚すれば離縁になると言

われるほど、８月は悪いことが多く起きる月とされている

からです。このころには風が強くなり始め、よく竜巻が発

生します。

　ブラジルの民話のなかに、サスィペレレと言われるいた

ずら好きの少年が、赤い帽子をかぶりパイプを口にくわえ、

竜巻の中から現れるという物語があります。

　彼は物を隠したり、人に

いらぬうわさを吹き込ん

だりしてけんかをさせる

のが趣味で、つむじ風に

よって移動し、いたずらを

広げると言われています。

　竜巻の多い８月にはサ

スィペレレも出やすくな

りますので、彼のささやき

に惑わされないように気

を付けなければいけませ

ん。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

原爆投下の日に慰霊と
平和の祈りをささげましょう

　広島市と長崎市での原爆死没者のめい福

と、世界の恒久平和を願い、それぞれの家庭

や職場、地域で、原爆が投下された時刻に黙

とうをささげましょう。

原爆が投下された時刻

　広島市　８月６日　　８：１５

　長崎市　８月９日　１１：０２

　

彦
根
市
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
求
め
、
昭
和

58
年
10
月
１
日
に
「
核
兵
器
廃
絶
都
市
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。
わ
が
国
は
、世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で

す
。
被
爆
者
の
苦
し
み
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、

永
久
に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
核
兵
器
に
よ
る
過
ち
が
二
度
と
く
り
返
さ

れ
な
い
よ
う
願
い
、
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

心
に
平
和
の
尊
さ
を
し
っ
か
り
刻
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展
」
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
市
役
所
や
市
立
図
書
館
に
加
え
、
市
民

会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

協
力　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
・
㈶
長
崎
平
和
推

進
協
会

「
平
和
市
長
会
議
」
に
加
盟
し
て
い
ま
す

　

彦
根
市
は
平
成
20
年
３
月
18
日
か
ら
平
和
市
長

会
議
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
こ
の
組
織
は
、「
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
て
の
都
市
連
帯
推
進
計
画
」
に

賛
同
す
る
各
国
の
都
市
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

核
兵
器
廃
絶
の
市
民
意
識
を
国
際
的
な
規
模
で
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
飢
餓
や
貧
困
、
人
権
問
題
な

ど
の
問
題
解
決
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
で
、
世

界
恒
久
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

平
和
市
長
会
議
の
行
動
は
、
彦
根
市
の
核
兵
器

廃
絶
都
市
宣
言
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
今

後
、
加
盟
都
市
と
力
を
合
わ
せ
て
、
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

彦根市役所１階ロビー
　期間　8月3日㈪～同17日㈪　8：30～ 17：15

　　　　（土・日曜日は除く）

　展示内容

　●被爆現物資料　●ビデオ上映

　●ヒロシマ・ナガサキ原爆写真パネル

市立図書館開架室・第１集会室
　期間　8月1日㈯～同16日㈰　10：00～ 18：00（日

曜日は 10：00～ 17：00、月曜日は除く）

　展示内容

　●市民が描いた原爆の絵

　●ビデオ上映（8月2日㈰、同9日㈰のみ）

市民会館ギャラリー
　期間　8月1日㈯～同17日㈪　9：00～ 17：00（17日 

　　㈪は９：00～ 16：00、火曜日は除く）

　展示内容

　●ナガサキ原爆写真パネル

彦根市は核兵器廃絶宣言都市です

彦根市消防団協力
事業所を認定しました

　彦根市消防団活動に積極的に協力

している次の事業所を消防団協力事

業所として認定しました。現在、市

内で８事業所が認定されています。

（７月認定）

○小松電気八坂支店
○彦根自動車学校

認定を受けるには

　事業主は、「彦根市消防団協力事

業所表示制度実施要綱」に定められ

た申請書で申請してください。

問い合わせ先　 消防総務課

　☎ 22-0314、FAX22-9427

彦
根
駅
西
口
の
歩
道
部
分
と
彦
根
駅
東
口
を

新
た
に
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

総

務
課
☎
30-

６
１
０

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　

彦
根
市
で
は
、「
彦
根
市
自
転
車

等
の
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

に
基
き
、
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
９
年
に

彦
根
駅
周
辺
を
、
平
成
10
年
に
は
河

瀬
駅
周
辺
を
、
平
成
15
年
に
は
南
彦

根
駅
周
辺
を
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
、
放
置
自
転
車
等
を
撤
去
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
等
と
は
、
自
転
車

と
原
動
機
付
自
転
車
（
50
㏄
以
下
）
を

表
し
ま
す
。

　

今
回
、
下
図
の
と
お
り
、
今
ま
で

禁
止
区
域
に
指
定
し
て
い
な
い
彦

根
駅
西
口
の
歩
道
部
分
と
、
彦
根
駅

東
口
を
新
た
に
自
転
車
等
放
置
禁

止
区
域
に
指
定
し
、
放
置
自
転
車
等

の
撤
去
を
行
い
ま
す
。

▼
禁
止
区
域
内
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
等
は
撤
去
し
、
彦
根
市
放
置

自
転
車
保
管
所
（
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す

隣
）
に
移
動
し
ま
す
。

▼
チ
ェ
ー
ン
錠
な
ど
で
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
に
つ

な
い
で
あ
る
場
合
は
切
断
し
ま

す
。（
そ
の
損
害
に
対
す
る
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
）

▼
自
転
車
は
防
犯
登
録
を
受
け
る

と
と
も
に
、
必
ず
自
転
車
駐
車
場

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

返
還
場
所　

彦
根
市
放
置
自
転
車

保
管
所
（
小
泉
町
）

返
還
日
時　

火
・
水
・
金
・
日
曜
日

の
午
後
３
時
〜
同
７
時
（
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

返
還
の
時
に
必
要
な
も
の

①
免
許
証
、
学
生
証
な
ど
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の

②
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転
車
の
カ

ギ
③
移
動
保
管
料　

自
転
車
２
、
５
０

０
円　

原
動
機
付
自
転
車　

３
、

７
０
０
円　

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策

課
☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

▲ブラジルの国花のイペー
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※このコーナーに登場する団体・グループを募集しています。詳しくは、 まちづくり推進室までお問い合わせください。

　

私
た
ち
は
、
荒
神
山
を
歩
い
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
で
き

た
団
体
で
す
。
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
荒
神
山
を
歩
い
た
と
き

に
、
林
道
下
に
ご
み
が
た
く
さ
ん
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
の
を
見

て
、
普
段
歩
い
て
い
る
場
所
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と

で
す
。

　

荒
神
山
の
林
道
は
、
散
歩
を
す
る
に
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い

コ
ー
ス
な
の
で
散
歩
し
て
い
る
人
も
多
く
、
清
掃
活
動
を
呼
び
か

け
る
と
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
タ
イ
ヤ
や
テ
レ
ビ
な
ど
、
大
き
な
ご
み
も
た
く
さ
ん
あ

り
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
何
年
も
続
け
て
い
る
と
活
動
の
成
果

も
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん
ご
み
が
減
り
ま
し
た
。
い
っ
た
ん
ご
み
が
な

く
な
る
と
、
不
法
投
棄
も
減
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
清
掃
活
動
は
、
林
道
を
歩
い
て
い
て
、
ご
み
が
多
く
な

っ
て
き
た
と
感
じ
た
と
き
に
、
お
よ
そ
２
か
月
に
１
〜
２
回
の
ペ

ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
得
ら
れ
た
「
彦
」
は

清
掃
す
る
と
き
に
使
う
手
袋

な
ど
の
購
入
に
あ
て
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
と
、
同
じ
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
団
体
と
の
交

流
も
生
ま
れ
、
活
動
の
幅
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
、
歩

く
の
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
荒
神
山
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

▲荒神山林道で湖南市の団体と交流をする会員の皆さん

　

市
立
病
院
に
は
約
70
人
の
医
師

が
、
診
療
所
と
連
携
し
な
が
ら
専
門

的
な
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
な
医
師
不
足
の

影
響
に
よ
り
、
市
立
病
院
に
お
い
て

も
一
部
の
科
で
は
医
師
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、 

市
立
病
院

で
は
、
診
療
所
で
対
処
が
困
難
な
緊

急
の
病
気
ま
た
は
、
入
院
が
必
要
な

重
症
の
病
気
の
診
療
を
優
先
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
診
療
を
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
皆

さ
ん
に
は
、
診
療
所
と
市
立
病
院
を

使
い
分
け
て
受
診
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
、
市
立
病
院
で
の
受
診
方
法

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
市
立
病

院
に
お
け
る
外
来
受
診
の
対
応
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
医
事

課
☎
22-

６
０
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

０
７
５
４
番

問
い　

市
立
病
院
に
か
か
り
た
い

時
、
い
つ
で
も
診
て
く
れ
る
の
で

す
か
。

答
え　

市
立
病
院
で
は
緊
急
の
病

気
や
ケ
ガ
、
重
い
症
状
の
人
な
ど

は
昼
夜
を
問
わ
ず
診
療
し
て
い

ま
す
。

　
　

緊
急
で
な
い
人
は
、
平
日
の
午

前
８
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
の

診
療
受
付
時
間
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
安
定
期
に
入
っ
た

外
来
患
者
さ
ん
の
診
療
は
、
近
く

の
診
療
所
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

病
院
以
外
の
か
か
り
つ
け
医
を

普
段
か
ら
持
つ
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

問
い　

午
後
は
診
て
く
れ
な
い
の

で
す
か
。

答
え　

午
後
も
診
療
し
て
い
る
科

は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
予
約
制

で
す
。
午
後
は
ほ
と
ん
ど
の
医
師

が
入
院
患
者
の
診
療
、
手
術
、
専

門
的
な
検
査
な
ど
に
入
る
た
め
、

外
来
診
療
は
午
前
中
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　

午
前
11
時
以
降
は
救
急
患
者

を
除
い
て
、
ほ
か
の
医
療
機
関
で

の
受
診
か
、
翌
日
午
前
中
の
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
風
邪

な
ど
の
場
合
は
近
く
の
診
療
所

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い　

午
前
中
で
も
診
て
く
れ
な

い
科
も
あ
る
の
で
す
か
。

答
え　

ほ
と
ん
ど
の
科
で
は
、
午

前
中
は
診
療
し
て
い
ま
す
が
、
一

部
の
科
で
次
の
と
お
り
診
療
内

容
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

神
経
内
科　

火
曜
日
は
予
約
患

者
の
み
診
察
し
て
い
ま
す
。

心
療
内
科　

予
約
患
者
の
み
診

察
し
て
い
ま
す
。
診
療
科
（
２

階
３
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
予
約
を
し
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
火
・
金

曜
日
は
休
診
で
す
。

整
形
外
科　

初
診
は
紹
介
状
を

持
っ
て
い
る
患
者
の
み
診
察

し
て
い
ま
す
。

　
　

再
診
は
過
去
５
年
以
内
に

受
診
の
あ
る
患
者
の
み
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

歯
科
口
腔
外
科　

初
診
は
紹
介

状
を
持
っ
て
い
る
患
者
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
再
診
は
予
約
制
で
す
。

問
い　

急
な
病
気
や
ケ
ガ
は
い
つ

で
も
診
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

答
え　

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人

や
急
な
病
気
の
人
は
24
時
間
３

６
５
日
の
体
制
で
診
療
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
風
邪
な
ど
の
軽

い
症
状
の
人
は
、
通
常
の
診
療
時

間
に
受
診
す
る
か
、
休
日
な
ら
彦

わたしのまちを描く
絵画コンクール

　未来の彦根に伝えたい、残したいと思う彦根市内の

風景を描く絵画コンクールを開催します。

応募資格　市内の小・中学校に通う児童・生徒　

内　容　市内の風景に限ります。

大きさ　Ａ４サイズ～画用紙（四つ切）サイズ

画材　絵の具、クレヨン、サインペン、切り絵など、い

ろんな道具を使って描いても構いません。ただし、カ

メラで撮影した写真を応募することはできません。

申込方法　学校を通じて配布した応募用紙に必要事項

を記入して絵の裏側に貼り、９月11日㈮までに学校

に提出してください。

※応募用紙は、 教育委員会市史編さん室のホーム

ページからダウンロードすることもできます。

表彰など　11月14日㈯に優秀作品の表彰式を行います。

受賞作品は、市の施設で展示するほか、平成23年

春に刊行予定の『新修彦根市史』（景観編）に掲載す

る予定です。

問い合わせ先　 教育委員会市史編さん室☎27-3544、

FAX27-3554

募 集

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
市
立
病
院
を
紹
介
し
て
い
ま
す

　

エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね
（
78
・
２
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
で
は
、
市
立
病
院
の
紹
介

や
医
療
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

　

毎
月
、
第
１
・
２
週
は
テ
ー
マ
を
決
め
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

５
回
シ
リ
ー
ズ
で
放
送
し
ま
す
。
第
３
週
は
「
病
院
の
こ
こ
が
聞
き

た
い
」、第
４
週
は
「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
豆
知
識
」
を
テ
ー

マ
に
、
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
が
出
演
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
番
組
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
質
問
は
エ
フ
エ
ム
ひ
こ

ね
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
彦
根

市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け

付
て
い
ま
す
。

番
組
名　

こ
こ
ろ
と
体
の
放
送
室

放
送
時
間　

午
前
７
時
50
分
〜

　

再
放
送　

午
前
11
時
50
分
〜
、

午
後
７
時
50
分
〜
（
各
５
分
間
）

根
休
日
急
病
診
療
所
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

▲番組収録の様子

みずほ文化センター催し物

みんなで理科しよう！サイエンスショー

　つくばエキスポセンター（茨城県）に学芸員として勤

務をしていた北沢善一さんを中心として、さまざまな

科学ショーを行います。

日時　10月24日㈯　14：00開演（13：30開場）

入場料　500円（全席自由）

発売開始　８月16日㈰

歌声喫茶 ｉｎ みずほ
　アコーデｨオンとピアノの伴奏で、ソングリーダー（髙

木充江さん）が司会をしながら歌い、なるべく多くのリ

クエストに応えるように進行します。また、だれもが

歌えるように入場者に歌詞カードを配布します。

日時　11月29日㈰　14：00開演（13：30開場）

入場料　500円（全席自由・ソフトドリンク付）

発売開始　８月23日㈰

入場券発売所　ひこね市文化プラザチケットセン

ター、みずほ文化センター　ほか

問い合わせ先　みずほ文化センター☎43-8111、

FAX43-8112
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〈内容〉人権問題に関する基礎的な知識や人権感覚を持った、地

域における啓発活動のリーダーとして活躍できる人材の育成を

目指す講座です。　〈日程・場所・内容〉下の表のとおり　〈時

間〉19：00～20：30　※10月８日は19：00 ～20：45　〈対

象者〉市内に在住・在勤の人で、人権問題に自主的に取り組む

意欲のある人　〈募集人員〉20 人（先着順）  〈受講料〉無料  〈申

込期間〉8月３日㈪～同14日㈮　〈申込方法・問い合わせ先〉

電話、ファクス、Eメールで受講希望者の住所、氏名、電話

番号を 人権政策課☎ 30-6115、FAX22-1398、Ｅメール：

jinken@ma.city.hikone.shiga.jpへ

〈開講期間〉９月14日㈪～ 12月８日㈫　※土・日曜日と祝

日は休講　〈内容〉▶テーマ別・夜間コース（週２～４時間、
44,000～88,000円）　▶集中コース
（月～金曜日、１日２～４時間、150,000

～ 285,000 円）〈申込期限〉９月２

日㈬　〈場所〉ミシガン州立大学連

合日本センター（松原町）〈申込方

法・問い合わせ先〉同センター☎

26-3400、FAX24-9356

〈内容〉私たちのまちのシンボルともいうべき彦根城をテー

マにして、日ごろは見ることのできない場所などを親子で

ともに探検し、彦根城が築かれるまでの経過や、そこに施
ほどこ

された工夫について学びます。　〈日時〉８月22日㈯　13：

30～ 16：00　※雨天中止　〈場所〉彦根城内　〈集合場所〉開

国記念館　〈対象〉市内在住、または彦根の歴史や文化に関

心のある親子〈定員〉50組（先着順）〈申込期間〉８月３日㈪

～同20日㈭　〈参加費〉無料。ただし、テキスト代１部200

円が必要です。　〈申込方法・問い合わせ先〉住所・氏名（親

子とも）・電話番号を、電話かファクスで 教育委員会文化

財課☎ 26-5833、FAX26-5899へ。なお、 教育委員会

のホームページからも申し込むことができます。

　夏休み親子彦根城探検隊

〈日時〉10月31日㈯・11月１日㈰の 10：00～ 16：00　〈場所〉

滋賀大学経済学部構内　※出店場所は選べません　〈出店

料〉無料　〈募集区画数〉１日100区画（先着順）　〈申込期間〉 ８

月６日㈭～９月30日㈬　〈申込・問い合わせ先〉月～金曜日

（祝日を除く）に電話で滋賀大学学園祭実行委員会☎27-1137

まで。※電話での申込・問い合わせは 10：00～ 17：00

〈内容〉料理を要領よく作るコツを覚え、健康でいきいきと

生活するための、体に優しい料理を楽しく作ります。　〈日

時〉９月４日㈮、同18日㈮、10月16日㈮、同30日㈮、11月６日

㈮、同20日㈮（全６回）　18：30～20：30　　〈場所〉 男女

共同参画センター「ウィズ」（平田町）　〈対象〉市内に在住・

在勤・在学の人　〈定員〉20人（先着順）　〈受講料〉3,000円。

ほかに材料費として4,200円必要です。　〈申込期間〉８月

１日㈯～同22日㈯　〈持ち物〉フキン２枚、三角巾、エプロ

ン　〈申込方法・問い合わせ先〉電話、ファクス、またはＥ

メールで 男女共同参画センター「ウィズ」☎ 24-3529

（FAX共用）、Ｅメール：with.hikone@oboe.ocn.ne.jpへ

〈内容〉囲碁活動の活性化と棋力の向上、愛好家同士の交流

を図るため、市民囲碁大会を開催します。　〈日時〉９月５

日㈯　９：20～ 15：10　※受付は９：00～　〈場所〉 北

老人福祉センターハピネスひこね（馬場一丁目）　〈参加資格〉

アマチュアの人　〈参加クラス・定員〉Ａクラス：有段者、

Bクラス：初心者から１級まで。各クラス40人程度（先着

順）　〈参加費〉1 ,500円。〈大会規約〉各クラスとも、日本棋

院の規約に準じ、準スイス方式で１人４局打ち（１局１時間

以内）。　〈申込期限〉８月24日㈪　〈申込・問い合わせ先〉電

話で彦根市囲碁愛好会☎090-6971-7628（渡辺方）まで。

〈日時〉８月29日㈯～同30日㈰　12：00～翌 12：00　〈場

所〉稲枝地区体育館　〈チーム編成〉１チーム４～７人　〈参

加料〉1 ,000円　〈申込期限〉８月20日㈭〈申込・問い合わせ

先〉彦根市ビーチボール協会Ｅメール：43-7017puran21@

leto.eonet.ne.jp

〈内容〉城まつり事業の一つとして実施する「小江戸彦根の

にぎわい市（フリーマーケット）」への出店者を募集します。

〈開催期間〉10月31日㈯～ 11月3日（火・祝）　※飲食物の販売は

11月1日㈰～同3日（火・祝）　〈場所〉ひこね市文化プラザ（野瀬

町）  〈申込条件〉市内在住の個人もしくは団体（公共機関を除

く）で、営利を目的としないもの　〈参加協賛金〉１ブース

あたり5,000円　〈申込期間〉８月３日㈪～同20日㈭　〈申

込・問い合わせ先〉にぎわい市事務局（㈳彦根観光協会事務局

内）☎ 23-0001、FAX26-1919

〈内容〉紙とはさみだけを使って虫や動物が作れる「かみわ

ざ」KUNI さんの切り紙教室を開催します。また、折り紙

や牛乳パックを使って、キャラクター作りにも挑戦します。

〈日時〉8月22日㈯ 13：30～ 15：00 〈場所〉子どもセンター

（日夏町）　〈対象〉３歳～小学生※小学３年生以下は保護者同

伴〈定員〉30組程度（先着順）　〈参加費〉無料　〈申込開始日〉

８月２日㈰　〈申込方法〉電話か、子どもセンター窓口で申

し込んでください。〈申込・問い合わせ先〉子どもセンター

☎ 28-3645（FAX共用）

〈内容〉おむつの種類やあて方、もれない工夫の仕方、どん

なおむつがあっているかなど、高齢者の排泄に関する疑

問・悩みについて学ぶ講座です。〈日時〉8月18日㈫　13：30

～15：30　〈場所〉福祉保健センター2階　〈定員〉50人（先着

順）　〈参加費〉500円　〈申込期限〉8月16日㈰　〈申込・問い

合わせ先〉電話かファクスで、家族のつどいほっこり☎・

FAX24-6638（尾崎方）、☎・FAX23-5494（山口方）へ

〈内容〉①初級コース…点字で簡単な文章を書きます　②中

級コース…文章を正確に書くために、点字のルールを学び

ます　③応用コース…パソコンで点字の図形を描き、文字

である点字の世界を広げ、点図の面白さに触れます〈日

時〉９月５日～10月10日の毎週土曜日、14：00～ 17：00　

〈定員〉30人程度（先着順）〈費用〉初級4,700円、中級・応

用3,500円　〈申込期間〉７月13日㈪～８月７日㈮の9：00

～17：00（土・日曜日と祝日を除く）〈申込・問い合わせ先〉

電話で県立盲学校「点字の世界」運営委員会 22-2321、

FAX26-3686へ

〈内容〉外国人に日本語を教える方法の基礎から実践まで

〈日時〉９月５日㈯・同12日㈯・同26日㈯　13：00～ 14：30

〈場所〉中地区公民館（大藪町）　〈定員〉20人（先着順）  〈受講料〉

1 ,000円　〈申込・問い合わせ先〉ひこね国際交流会VOICE

事務局☎・FAX23-5517（丹下方）、Ｅメール：hiro_hime19@

yahoo.co.jp

〈内容〉子育てにおける絵本の役割、絵本の読み方について

の話や、実際の読み聞かせを通して、乳幼児とその保護者

に楽しい時間を共有する機会を作ります。 〈日時〉８月21日

㈮　10：00～11：30　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対

象〉０～３歳の子どもとその保護者　〈定員〉25組（先着順）　

〈参加費〉無料　〈申込期間〉８月３日㈪～同12日㈬の8：30

～ 17：15 〈申込方法〉電話か、子どもセンター窓口で申し

込んでください。〈申込・問い合わせ先〉 子ども未来室☎

28-1580（FAX共用）へ

今年度新成人となるあなた、平成22年１月10日㈰にひこね市

文化プラザで開催される「新成人のつどい」の企画・運営をし

てみませんか。きっと大きな感動があるはずです。

〈活動内容〉実行委員会に参加して祝賀記念交歓会の内容の企

画や、当日の運営をしていただきます。〈活動日〉10月から平成

22年 1月までに５回程度実行委員会を開催　〈申込資格〉今

年度新成人となる人（平成元年４月２日～平成２年４月１日に生まれた

人）で活動意欲のある人　〈申込期間〉８月３日㈪～同31日㈪　

〈申込方法・問い合わせ先〉電話かファクスで、 教育委員会

生涯学習課☎ 24-7971、FAX23-9190まで

〈内容〉テレビ・ラジオで授業を行う通信制の大学です。15

歳以上なら教養学部選科・科目履修生として、18歳以上（要

大学入学資格）なら、教養学部全科履修生・大学院修士選科・

科目生として、どなたでも入学できます　▶教養学部全科
履修生は、卒業すると、学士（教養）の学位を取得するこ

とができます　▶幅広い分野の科目から選べ、好きな１科
目だけの受講もできます　▶各自のライフスタイルに合
わせて学習できます　〈願書受付期限〉８月31日㈪　〈問い

合わせ先〉放送大学滋賀学習センター☎ 077-545-0362、

FAX077-545-2096、ホームページ：http://www.u-air.ac.jp

〈投句の決まり〉彦根城、玄宮楽々園、埋木舎のほか、開国

や井伊直弼に関すること、または四季を通じての「雑
ざつ

詠
えい

」

で、自作、未発表のものを１人につき３句以内　〈投句方

法〉はがき１枚に３句以内をかい書で書き、はがき表面の差

出人欄に、郵便番号、住所（ふりがな）、氏名（ふりがな）、俳

号（ふりがな）、電話番号、中学生以下は学校名（ふりがな）・

学年を書いてください。 〈投句料〉無料　〈募集期間〉8月

15日㈯～9月30日㈬（消印有効）〈賞〉「一般の部」「小・中学生

の部」について、各選者が特選3句、入選15 句を選定します。

入賞者には記念品と入選句集を贈り、入賞作品を俳遊館で

展示します。（応募者で希望する人には、入選句集を俳遊館でお渡

しします）〈その他〉ほかの俳句誌などへの二重投句や類想句、

類似句が判明した場合は、発表後でも入選を取り消します。

〈選者〉柿
かき

本
もと

多
た

映
え

、寺村滋、成宮紫
し

水
すい

、野瀬章
あや

子
こ

（五十音順、

敬称略）〈応募・問い合わせ先〉 俳遊館（〒522-0064本町一

丁目３-24 ）☎ 22-6849（FAX共用）※火曜日は休館

〈内容〉11月25日から12月１日は「犯罪被害者週間」です。犯

罪被害にあった人々 が、再び平穏な暮らしを取り戻すことがで

きる社会を一人ひとりが作り上げる必要があります。犯罪被害

者週間に向けて、その必要性を分かりやすく表現した標語を募

集します。　〈申込期限〉８月11日㈫　〈申込方法・問い合わせ

先〉詳しくは、内閣府犯罪被害者等施策推進室標語募集係☎

03-3581-1162へ。また、内閣府ホームページ http://www8.

cao.go.jp/hanzai/index.htmlからも見ることができます。

　子どもセンター　夏休み親子工作教室

　家族のつどい「ほっこり」　特別編

　子育て講座　～絵本と親しもう～

　人権啓発リーダー養成講座

　俳遊館　俳句作品募集

　「新成人のつどい」実行委員 　滋賀大学学園祭　フリーマーケット出店者

　県立盲学校開放講座「点字の世界」

　外国人に日本語を教えるボランティアの
　ための講座　-日本語の教え方、教えます-

 

　放送大学　平成21年度第２学期生

　24時間　チャリティービーチボール大会

 

　ミシガン州立大学連合日本センター
　「2009秋季英語プログラム」

　犯罪被害者等に関する標語

　ウィズ秋の料理教室　

　彦根市囲碁愛好会「市民囲碁大会」

　小江戸彦根の城まつり　にぎわい市出店者
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第
６
回

彦
根
市
環
境
審
議
会
を

開
催
し
ま
す

　

彦
根
市
環
境
審
議
会
は
、

彦
根
市
環
境
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
市
の
区
域
に
お
け
る

良
好
な
環
境
保
全
と
創
出
に

関
し
基
本
的
事
項
を
調
査
審

議
す
る
機
関
で
す
。

 

今
回
の
審
議
会
に
お
い
て

は
、
良
好
な
環
境
の
保
全
と

創
出
に
向
け
て
、
次
期
「
彦

根
市
環
境
基
本
計
画
お
よ
び

地
域
行
動
計
画
」
の
「
基
本

方
向
」
や
「
計
画
目
標
」
が

審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

会
議
は
公
開
さ
れ
、
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、

審
議
会
開
催
日
の
午
前
中
ま

で
に

生
活
環
境
課
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

先
着
10
人
ま
で
と
し
ま
す
。

日
時　

８
月
20
日
㈭

　

午
後
３
時
か
ら

場
所　

市
役
所
５
階　

第
３

委
員
会
室

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環

境
課
☎
30-

６
１
１
６

番
、

Ｆ

Ａ

Ｘ

27-

０
３
９
５
番
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月後半】

２０日㈭

２１日㈮

２５日㈫

２６日㈬

２７日㈭

２８日㈮

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１８日㈫
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１９日㈬
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日

８月後半～９月前半

８月17日㈪、同24日㈪、
同27日㈭、同31日㈪、
9月7日㈪、同14日㈪

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

８月後半～９月前半

17日㈪

18日㈫

19日㈬

20日㈭

21日㈮

24日㈪

25日㈫

26日㈬

27日㈭

28日㈮

31日㈪

1日㈫

2日㈬

3日㈭

4日㈮

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭

1 1日㈮

14日㈪

大堀、日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲

葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日夏、大堀、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部東）、肥田（西肥田）、

甲崎、野良田、田附、新海、南三ツ谷

鳥居本地区、日夏、亀山地区、稲部（稲部）、柳川、上西川、下西川、

上石寺、下石寺、稲里、上岡部、下岡部、金田、金沢（林、中下、

長江）、肥田（西肥田）

鳥居本地区、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原

三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢（林、中下、長江）

鳥居本地区、高宮地区、河瀬地区、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区、

彦富

高宮地区、河瀬地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

高宮地区、河瀬地区、亀山地区

高宮地区、河瀬地区

河瀬地区

河瀬地区

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二

丁目、本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、

芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、

開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、

中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開出今、

宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻、亀山地区、稲

枝（西）、服部、出路、田原、稲部（稲部）

　１日㈫

　４日㈮

　８日㈫

９日㈬

１１日㈮

１０日㈭

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
ＷＡっとねす春日（旧広野会館）

Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

 
　２日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

１３：２０
１４：１０
１５：００

　３日㈭
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

１３：３０
１４：２０
１５：１０

巡回日程【９月前半】

9月前半

8月後半
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畑は
た　

知ち

里さ
と

ち
ゃ
ん

（
南
川
瀬
町
）

松ま
つ

永な
が

晃こ
う

汰た

ち
ゃ
ん

（
西
沼
波
町
）

西に
し

村む
ら

紗い
と

羽は

ち
ゃ
ん

（
八
坂
町
）

ひこね元気計画21
推進中！



広報ひこね
発行：彦根市　　　〒522-8501  滋賀県彦根市元町4番 2号  ☎ 0749-22-1411㈹  FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　●1日・15日発行　　彦根市ホームページ　 http://www.city.hikone.shiga.jp/

この「広報ひこね」は 47,900 部作成し、１部当たりの単価は 10 円（１円未満切り捨て）です。
ただし、原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。

24広報ひこね　平成21年８月１日「広報ひこね」は、環境に配慮し再生紙を使用しています。また、揮発性有機化合物

の発生を抑えた大豆油インキを使用しています。廃棄する場合には古紙回収に出して

ください。

通巻第1206 号
（平成 21年８月１日発行）

人口と世帯数
　　　　　　平成 21 年７月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,６９６人　（＋　５３）
５４,９９１人　（＋　１８）
５６,７０５人　（＋　３５）
４２,８４９世帯（＋　５１）

表
紙
の
写
真

　

高
宮
町
無
賃
橋
付
近
の
犬
上

川
河
川
敷
で
行
わ
れ
る
高
宮
納

涼
花
火
大
会
は
、
今
年
で
97
回
を

数
え
る
歴
史
あ
る
花
火
大
会
で

す
。
今
年
も
、
約
２
５
、
０
０
０

人
が
詰
め
か
け
、
打
ち
上
げ
花
火

や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
夜
空
を

彩
る
約
３
、
９
５
０
発
の
花
火
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
の
翌
日
に

は
、
彦
根
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
会
場

周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。　

▶
昨
年
の
検
討
内
容
を
発
表
す
る
検
討
委
員

　　

彦
根
市
で
は
、
昨
年
度
に
彦
根
市
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、「
彦
根
市
に
と
っ
て
、
市
政
運
営
や

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
条
例
が
必

要
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
月
に
検
討
委
員
会
か
ら
出

さ
れ
た
結
論
は
「
基
本
条
例
は
必
要
で
あ

る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
今
年
度
は
、
基
本

条
例
案
の
策
定
に
向
け
て
、
条
例
に
盛
り

込
む
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
委

員
会
で
引
き
続
き
議
論
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
㈬
に
は
、
第
８
回
（
今
年
度
第

１
回
）
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、基
本
条

例
案
の
策
定
に
向
け
た
議
論
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
後
も
月
１
〜
２
回
程
度

で
開
催
し
な
が
ら
、
議
論
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

出
前
講
座
に
伺
い
ま
す
！

　

基
本
条
例
案
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て

は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
基
本

条
例
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　

　

し
か
し
、「
基
本
条
例
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て

も
、
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
な
の

か
、
そ
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
ど

う
変
わ
る
の
か
が
分
か
ら
な
け

れ
ば
、「
本
当
に
必
要
な
の
か
」

と
思
う
の
が
当
た
り
前
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
検
討
委
員
会
で
は
、

皆
さ
ん
の
地
域
や
団
体
、
グ

ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

い
る
場
所
に
伺
い
、
基
本
条
例

に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
難
し
く
思
わ
れ
が

ご意見をお寄せいただき

ありがとうございました

（仮称）まちづくり基本条例

の検討内容について

意見の件数　３件

今後の検討委員会で

　　　検討いただくもの　　　３件

問い合わせ先　 まちづくり推進室

　☎ 30-6117、FAX22-1398

ち
な
条
例
の
話
を
、
身
近
で
分
か
り
や
す
い

内
容
に
置
き
換
え
て
委
員
か
ら
お
伝
え
し

ま
す
。
ま
ず
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
検
討
委
員
会
の
開
催
案
内
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

検
討
委
員
会
は
だ
れ
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
。今
後
の
開
催
案
内
に
つ
い
て
は
、彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
希

望
す
る
人
に
は
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
人
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル

m
a

ch
izu

ku
ri@

m
a

.city.h
iko

n
e

.

shiga.jp




